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特別展「山形大学附属博物館ものがたり　収蔵品が語る 90 年のエピソード」
押 野  美 雪 ( 附属博物館学芸員 )
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　本学は 1949(昭24) 年に山形高等学校 (1920(大正9)年)、山形師範学校 (1978(明治11)年)、山形県実業補習
学校教員養成所 (1922(大正11)年)、米沢工業専門学校 (1910(明治43)年)、山形県立農林専門学校 (1947(昭和
















した。三島は山形県内の橋や道路を改修 ・ 新築し隣県との交通 ・ 流通を向上させた。さらに、県内の教育
面にも力を注ぎ、朝暘学校、南山学校、師範学校などの学校建設にも尽力した。この近代化事業を記録す
るために三島の要請を受けて山形、福島、栃木三県を描いたのが洋画家高橋由一である。由一は 1881(明







　三浦新七 (1877～1947 ： 明治10～昭和22) は山形県の
経済界と文化振興の指導者として活躍した人物であ
る。山形市旅籠町に生まれ、 山形尋常中学校卒業






また、 三浦博士に見いだされ、 山形県内の地理学、 歴史学に功績を残した人物が長井政太郎 (1905～
1983 ： 明治38～昭和58) である。長井は山形県西村山郡柴橋村 (現寒河江市大字中郷) に生まれた。1930 年
に山形県師範学校教諭として母校に勤めながら三浦の指導する山形県郷土研究会に所属し地域史研究
の分野に大きな足跡を残した。 1952(昭和27) 年、 長井は山形大学附属郷土博物館の初代館長に就任。
1970 年まで館長を勤めた。
この二人に関係する資料として《山形県教育展覧会記念写真帳》と《宮城山》を展示した。山形県教育展







































座は 1964(昭和39) 年の文部科学省大学学術局長、 社会教育局長通知 (「大学開放の促進について」) を
端緒とし、長年にわたって推進されてきた。
当館主催の公開講座は 1981(昭和56) 年にスター
















らの拓本は 2011 年図書館の書庫で発見された。山高か師範学校から伝わったものと推測されており、 第 20
回大学博物館等協議会 ・ 第 12 回日本博物科学会の会場でもある図書館に展示した。詳細は以下の通り。
期　　　間 ： 2017 年 6 月 20 日 (火) ～ 30 日 (金)
会　　　場 ： 小白川図書館 1 階
開館時間 ： 平日 (8時15分～21時)、土日 (11時～18時)
4. 成果と課題
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山形新聞「山大の郷土博物館でき上る　資料五万点に及ぶ　ちかく一般にも公開」1958 年 11 月 24 日　
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るために三島の要請を受けて山形、福島、栃木三県を描いたのが洋画家高橋由一である。由一は 1881(明







　三浦新七 (1877～1947 ： 明治10～昭和22) は山形県の
経済界と文化振興の指導者として活躍した人物であ
る。山形市旅籠町に生まれ、 山形尋常中学校卒業






また、 三浦博士に見いだされ、 山形県内の地理学、 歴史学に功績を残した人物が長井政太郎 (1905～
1983 ： 明治38～昭和58) である。長井は山形県西村山郡柴橋村 (現寒河江市大字中郷) に生まれた。1930 年
に山形県師範学校教諭として母校に勤めながら三浦の指導する山形県郷土研究会に所属し地域史研究
の分野に大きな足跡を残した。 1952(昭和27) 年、 長井は山形大学附属郷土博物館の初代館長に就任。
1970 年まで館長を勤めた。
この二人に関係する資料として《山形県教育展覧会記念写真帳》と《宮城山》を展示した。山形県教育展







































座は 1964(昭和39) 年の文部科学省大学学術局長、 社会教育局長通知 (「大学開放の促進について」) を
端緒とし、長年にわたって推進されてきた。
当館主催の公開講座は 1981(昭和56) 年にスター
















らの拓本は 2011 年図書館の書庫で発見された。山高か師範学校から伝わったものと推測されており、 第 20
回大学博物館等協議会 ・ 第 12 回日本博物科学会の会場でもある図書館に展示した。詳細は以下の通り。
期　　　間 ： 2017 年 6 月 20 日 (火) ～ 30 日 (金)
会　　　場 ： 小白川図書館 1 階
開館時間 ： 平日 (8時15分～21時)、土日 (11時～18時)
4. 成果と課題


















山形新聞「四万点を楽に陳列　山大付属博物館旧師範を改築」1957 年 6 月 27 日　　朝刊　
山形新聞「山大の郷土博物館でき上る　資料五万点に及ぶ　ちかく一般にも公開」1958 年 11 月 24 日　
山形新聞「民具の部屋をつくる　県内の各地から二百点」1962 年 11 月 17 日　
資料リスト

















山大旧校舎 長野亘 1971(昭和46年) 紙・水彩
御巡幸御行列図 武田治郎吉 1881(明治14)年7月 木版彩色
三島県令道路改修記念画帖　其
之三　山形県之巻 高橋由一(1828～94) 1885(明治18)年 絹本石版手彩色
三島通庸子愛用鍋焼貝
明治14年撮影の山形市街 菊地新学(1832～1915) 1937(昭和12)年複製 印画紙
山形県庁御新築諸人足並諸事控 1876(明治9)年














最新山形県大地図 登山俊彦 1964(昭和39)年11月1日 印刷
裁縫雛形　(5点) 1935(昭和10)年以降

















山形県大地図 信用堂 1935(昭和10)年 印刷
山形市街図 昭和初期 印刷
山形師範学校之印 耕生 1948(昭和23)年春 石・篆刻
ライチョウ(夏・冬羽) 島津製作所
歴史人形　(25点) 井上清助(1867～1922) 明治末～昭和初期頃 粘土・素焼き・彩色
飼鷹 根上富治(1895～1981) 1922(大正11)年 絹本着色
白石島 満谷国四郎(1874～1936) 1921(大正10)年 麻布油彩
閃光 川崎繁夫(1892～1924) 1920(大正9)年 石膏着色









名前のない資料たち 三羽の鶴が描かれた壁の一部？ ？ ？ 土？
5.
大正時代ー芸術家たち
の軌跡ー
6.
展示室から大学の外へ
1.
先輩たちのキャンパス
ライフ
4.
郷土室から附属博物館
へ
2.
140年前の山形と学校
3.
三浦新七博士と長井
政太郎初代館長
６
